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2蜘レステロール飼育家兎における動脈硬化像について
、主に大動脈、冠動脈の狭窄像を病理組織学的に観
察し、狭窄の程度を日本光学コスモゾ・ンにより画像解
析して検討した．家兎は、未処置対象群3羽、常食群
169日1羽、85日2羽、71日1羽の計4羽、高コレステロール食
群を4群に分け、A群102日1羽、B群83日1羽、70日1羽
の計2羽、C群53～55日4羽、D群は45日、41日、35日各
1羽の計3羽で総計17羽である．狭窄像の観察は大動
脈では、上行大動脈、胸部大動脈、腹部大動脈、総腸
骨動脈に分け、冠動脈では左主幹部、左前下行枝、左
回旋枝、右枝を区別し、各々の部位で数個のプロヲク切
片を作製した。狭窄率の測定は、内蓋開存面積÷内
膜周面積の算式で表わした．各幕間の平均狭窄率の
相違をみると、上行大動脈、総腸骨動脈では、各々29
．8～14．8＄．　96．1～60．6＄と経日的に高くなるが胸部
、腹部大動脈では一定していなかった．同群内にお
ける部位別狭窄率では、総腸骨動脈が最も高い率
（31～96．1％）を示し次いで上行大動脈が高い（14．8
～29．8％）傾向を示した．硬化像の主体は、泡沫細胞
の増生より成る内膜肥厚が主体であるが、A群の申
には申膜肥厚を呈する例もあった．冠動脈の三本幹
（800～1000μ）には硬化像が乏しいが末梢分枝（50
～200μ）では、A群の中に軽度の内膜肥厚を示す例
も少数認められた。
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（目的）2種類のGl　iaのマーカーを用いた免疫組織化学，
電顕的検索により，中枢神経系に於けるGliaの発生時期
を検討した。（対象，方法）Wistar　Ratの胎児脳，頚髄（E12
，14，16，18，20）を用い，光顕にはetharPl固定，paraff　i　n
包埋，電顕には正hlf－Katmovsky，OsO4固定，Ep㎝包埋によ
り観察した。免疫組織化学にはGFAP（D献0，㎜㏄1㎝al），
グルタミン合成酵素（GS；都立神経病院，小田先生恵与＞p
olyc　l　ona1抗体を用いた，SAB法にて行った。（結果）1．GFA
P陽性細胞はE18の頚髄のrvm“ginal　layerに初めて出現し
た2．〔潟陽性細胞は胎生14日の神経管の腹側に出現，以
後留日的増加を示した。電顕ではE14の未分化な神経細胞
の間隙を縫う様に走る双極性突起を有する細胞を確認，
E16では分化傾向にある神経細胞に密着し，これちとjunc
ti㎝を有する同様の細胞を認めた。かかる細胞の胞体に
は豊富な繊維状構造を認め，形態的に明ちかに神経細胞
と異なり，Gliaと判断した。1考察）中枢神経系の細
胞発生，分化に関しては，Hisの一元論，藤田の二元論など
があるが，明確な結論は得られていない。後者に関して
は，Gl　iaのマーカーとしてGFAPを用いており，GEAPがある
程度分化したGliaを認識することかち，より未分化なGli
aを認識し得えず，不明な点が多い。事実この説ではGlia
は胎生18日の，神経細胞が完全に分化した後に初めて
出現するとしている。ところが我々のGSを用いた検討で
は，胎生14日に既にGliaが出現し，電顕でも確認，しか
も分化途上の神経細胞とjur　：tionを有していることかち
，Gl　iaは発生の比較的早い時期かち存在し，神経の分化に
重要な役割を有している可能性が示唆された。
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